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研究成果の公表

派遣・受入に伴う日本国内の旅費は本学が、派遣国内の旅費は協定校が負担す
る（滞在期間中の国内旅費を除く。）国内旅費

本学が提供し、負担する

事　　項 派遣交換研究者 受入交換研究者

受入交換研究者が負担する日本・派遣国間の往復航空券を旅費規
程により支給する渡航旅費

協定校が提供し、負担する宿舎
（光熱水費を含む）

本学が10万円を支給する

20万円を限度として本学が支給する。た
だし、滞在期間が１ヵ月以内の場合は
10万円を限度とする

派遣交換研究者に対しては、本学が受
入交換研究者に対する処遇に相当する
処遇を受けることを原則として、協定校と
協議のうえ決定する

滞在補助費

研究費

　派遣交換研究者、受入交換研究者とも、実績報告書を愛知大学公式ホームページ「研究支援のご案内」に
て公表します。

上記以外は、必要に応じて協議するその他

受入交換研究者が負担する本学負担による海外旅行傷害保険

研究報告書の提出（２週間以内に提出）様式自由(Ａ４版２枚程度)研究報告書
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